






1.研究目的

　超音波パルス波を用いた超音波断層装置の利用が,電子スキャンの導入,また

機器のコンパクト化によって外来でも手軽に行われる様になった。ドップラー

同様に妊娠初期の胎児に対する影響,特に器官形成期に対する催奇形性作用が

心配されるところである。すでに連続波では 1W/cm2 付近に閾があるであろう

との報告がある。


